
FISC 地区別セミナー 札幌 

開催のご案内 
 

 地区別セミナーは、当センターにおける調査研究内容等に基づき講演テーマを選定し、全国各地で講演させて

いただいております。 

 この度、札幌にて開催をいたします。この機会に是非ご参加賜りますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

１．日 時：2019 年 11 月 13 日（水）13：00～16：10（受付 12：30～） 

２．場 所：札幌市教育文化会館 研修室 403 北海道札幌市中央区北１条西 13 丁目 

３．定 員：50 名（先着順） 10 月 31 日（木）申込締切 

         ホームページ（https://www.fisc.or.jp）の「セミナー・訪問サービス」からお申込み下さい。 

４．受講料：FISC 会員  無料 、一般（非会員） 2,000 円、教育機関 1,000 円（消費税込） 

５．プログラム 

➢ RPA の活用事例（60 分） 

                  講師：調査部 主任研究員 鈴木 恒喜 

 

➢金融機関における QR コード決済の動向（60 分） 

                                   講師：調査部 主任研究員 鈴木 恒喜 

 

➢ 2019 年 API 接続チェックリスト連絡会について（30 分） 

                      講師：企画部 部長 小池 信夫 

 

  講演資料について 

当日、講演資料のご用意はございません。受講証送付時に ID・PW をお知らせいたしますので、FISC ホーム 

ページより各自ダウンロードしていただき、印刷、若しくは電子媒体をご用意のうえ、お越し下さいませ。 

お手数をおかけいたしますが宜しくお願い致します。 

 

■問合せ先■   公益財団法人 金融情報システムセンター（FISC） 研修センター 

TEL：03-5542-6073  E-mail：kenshu@fisc.or.jp 

近年、業務の更なる効率化や生産性向上を目的として、RPA（Robotic Process Automation）を

活用した業務の自動化に注目が集まり、急速に普及しています。RPA は、主に事務職が携わる定型業務

の効率化・自動化の取組みであり，比較的低コストかつ短期間で導入できるという特徴があります。一方

で、RPA は発展途中の IT 技術であることから、ノウハウの蓄積は十分とは言い難く、課題も見受けられま

す。本講演では、RPAを導入した３つの金融機関の取組事例と効果を紹介し、そこから見えた導入時、運

用時の留意点や、課題への対策を解説します。 

近年、さまざまな業態の企業が独自のQRコード決済サービスを提供し、金融機関にとっては、どのサー

ビスと連携するか非常に判断が困難になっています。本講演では、QR コード決済サービスに関して、そ

の理解や導入への意思決定の一助となるべく、金融機関の目線から、現在の利用動向や、政府・業

界団体の取組みを紹介するとともに、サービスの概要や金融機関等における取組み、サービス導入に

向けたポイントなどを解説します。 


